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・ 抵抗感を持たせないように配慮 ・ 抵抗感を大切に考えるようになった
・ 仲間とかかわる場面を考える ・ より多くの仲間とかかわることができるよう
に配慮



















































染め （4），染色をする （1），染まる （1），色づけ （3），色をつくる （1），色がでる」というよう
に，身近な植物を用いて毛糸を染色できる「こと」に出会っている。
●染色された毛糸に出会う























































































































































































































































学生は，この共同制作「藍の生葉たたき染め」を 10グループ（1グループ 7名～ 8名）に



























































































































































































59（雑草 31・毛糸 28） 12 32 133（藍 116・布 17）
身体 自分の手（1）， 自分の指（4）・自
分 の 手（3）・ 指
（7）・ 両 手（2）・
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毛糸の染色 指編み 藍の成長に与る 藍のたたきぞめ 計
私 0 3 4 19 0 1 3 18 41
自分 3 15 1 15
私たち 1 16 0 2 1 3 0 10 31
自分たち 15 2 2 10
みんな・皆・人 1 12 3 6 0 2 23 50 70
友達・仲間 4 3 1 10
班・グループ・学生 1 0 1 11
1人・2人・3人・8人 5 0 0 5
相手 1 0 0 1
先生 1 0 4 2 7
子ども・子どもたち 0 15 0 4 19
妹・家族 0 1 0 1 2
計 32 43 10 85 170
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しかし，私・自分が主語として使われる件数はおよそ 4分の 1と少ない。これは，学生の記
述に主語が省略されているからであるが，私という存在を曖昧にすることに起因しているとも
考えられる。このことが何を意味し，何につながるのか，学生の自律と重ね合わせて考えるこ
とが求められていると推察された。
②【私たち・自分たち】私たち・自分たちなど，自身を核とした複数の人びとを意味する件数
は 31件であった。毛糸の染色における件数が最も多く，16件である。この語句は，自分たち
で集めた植物，自分たちでとった草花などとして用いられている。このことから，自分がクラ
スの仲間と一緒に植物採集を行ったという印象と，それを通して仲間とのつながりを感じたこ
とが示唆された。また，たたき染めでは，10件あった。これは，「自分たちの育てた藍で」「自
分たちの班」などとしてとして使われていることが多い。ここでも仲間と共に活動し，それに
よって仲間とのつながりを感じていることが示唆された。
③【私を取り巻く他者】みんな・皆・人・友達・仲間・班・グループ・学生・2人・3人・8
人・相手など，「私の周りの人・人びと」を一括りにして整理した。藍のたたきぞめ（50件）
が突出して多い。これは，たたき染めが，共同制作であったことに因ると考えられ，題材の性
格が他者との関わりを意識させていると推察された。指編みでは 6件と少ない。私・自分の
19件と対照的な結果を示している。このことから，個人制作の場合には，制作を通して自身
に出会い，共同制作の場合には，他者に出会う傾向が認められた。このことを踏まえたて，学
生が何を必要としているか，その状況に応じて題材を提案することが求められていることが示
唆された。
④【子ども・子どもたち】指編みでは，子ども・子どもたちが 15件あり，たたき染めでは 4
件である。これは，指編みがより身体性を発揮させる性格もっていることに因ると考えられる。
学生は，指編みの体験を通して幼児の姿を思い浮かべたことが推察された。
⑤【先生】先生の件数は，2010年度が 1件（毛糸の染色（1件））であり，2011年度は 6件（藍
の成長に与る（4件）・藍のたたきぞめ（2件））である。まだ件数は少ないが，この結果は，
教員が学生に対して，抵抗感をもちながらも世界や他者や自己に対峙できるように援助したこ
とに因ると考えられる。それが，教員にも出会わせる結果につながったと推察された。
3−3　結果 3「こと」との出会い
指編みは，毛糸を染める・毛糸玉をつくる・毛糸を編むなどの「こと」内包している。また，
「藍の生葉たたき染め」は，藍の種をまく・苗を植え替える・世話をする・収穫する・共同で
たたき染めをするなどの「こと」を内包している。さらに，「指編み」は個人制作であり，「藍
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保育者養成における「ひと・もの・こと」に出会う体験型学習プログラムに関する実証的研究（5）
の生葉たたき染め」は共同制作である。このように，制作内容は明らかに違っており，経験し
た「こと」の内容も違っていた。
そして，「こと」は，集める・染める・つくる・編む・育てる・たたく･写すなどさまざまな
行為によって成り立ち，学生を季節や環境などの取り巻く世界や他者や自己に出会わせてくれ
た。それが，きれい・嬉しかった・大変だった・不思議だった・おもしろかったなどさまざま
な思いを生起させることにつながったと推察された。したがって，「こと」とは，「もの」の変
化に関わることであり，「生む術」（石川，1992）を経験することであり，世界と他者と自己に
出会い，心を動かすこと，つまり「変容の経験」であることが示唆された。
おわりに
工芸は，「もの」があり，その存在を認める「ひと」がいることから始まる。「ひと」は「もの」
に働きかける「こと」によって，「もの」の変化に関わり，「こと」を仲立ちにして「ひと」と
関わることができる。そして，このような「ひと」と「もの」の関わりは，双方向性をもって
おり，「働きかける」と同時に「働きかけられる」性格をもっている。だからこそ，工芸体験は，
身近な存在を認める・環境に関心を寄せる・他者との出会い・意欲・有能感・自己コントロー
ル・選択決定などの多様な経験となり，世界や他者や自己との出会いにつながる。したがって
工芸体験は単にホモファーベルとしての人間性の発揮させるにとどまらず，「私は何かに影響
を与え得る存在だ」と自己存在の確かさの感覚（津守，2005）と，「自身もまた変わり得る存
在である」と自己変容の可能性を孕んでおり，より良く生き，成長し続けることを身体的に理
解させてくれる。
以上のことから，工芸体験プログラムは，成長し続ける保育者像の基礎を培う初年次教育学
習プログラムとして妥当であることが推察された。
また，2010年度は，教員は，学生に対して「保育者になる上で経験してほしいこと考える」
という立場で授業を提供したが，2011年度は，体験が内容や質へ向かうように，保育者のよ
うな立場に立って学生の活動を支えようと意識転換を行った。これが，学生の学びにどのよう
な影響を与えかについては，今後の課題としたい。
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